
［全日制の課程の概要］

　１　対前年度増減状況

（注）１　中学校等卒業（予定）者数［国公私立中学校・義務教育学校］　

　　※県立伊奈学園中学校を含む。

　　令和５年度　令和３年度学校基本調査（令和３年５月１日現在の第２学年在籍数）より

　　令和４年度　令和３年度学校基本調査（令和３年５月１日現在の第３学年在籍数）より

２　対前年度募集人員の増減の内訳

　　募集人員減 15校

　　統合による変更 　2校

　２　募集人員減をする学校・学科（１５校・６００人減）

　３　魅力ある県立高校づくり第１期実施方策に伴う変更（２校・１２０人減）

120人減

上尾鷹の台 普　　通 共 240 上尾鷹の台 普　　通 共 200
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男・女・共

共普　　通

国際流通

富 士 見

共

40

80

80

共

80

80

280
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普　　通

募集人員

普　　通 共 240
飯能新校
（仮称）

普　　通 共普　　通 共 120

200

令　和　４　年　度 令　和　５　年　度

学校名 学科等 男・女・共 募集人員 学校名

富 士 見 普　　通

外 国 語 共 40 外 国 語

共

共 40

共 160

草 加 南
普　　通 共 280

草 加 南
普　　通 共 240

庄 和 普　　通 共 200 庄 和 普　　通

ビジネス会計

情報処理

共 320

志 木 普　　通 共 280 志 木 普　　通 共 240

普　　通 共 320

越 ケ 谷 普　　通 共 360 越 ケ 谷 普　　通

共 320

80

共

川 越 西 普　　通 共 360 川 越 西

川 口 普　　通 共 360 川 口 普　　通

外 国 語 女 40 外 国 語 女 40

共 280

春日部女子
普　　通 女 280

春日部女子
普　　通 女 240

桶 川 普　　通 共 320 桶 川 普　　通

共 240

体　　育 共 80 体　　育 共 80
大 宮 東

普　　通 共 280
大 宮 東

普　　通

浦 和 北 普　　通 共 360 浦 和 北 普　　通 共 320

共

共

共流通経済

80

80

会　　計

情報処理

共

共

流通経済

40

80

80

募集人員

朝 霞 普　　通 共 360 朝 霞 普　　通 共 320

学科等 男・女・共 募集人員 学校名 学科等 男・女・共

比　　較 -19 -720 -2

600人減

令　和　４　年　度 令　和　５　年　度

学校名

令和５年度 62,732 36,400 137

令和４年度 62,751 37,120 139

　　  区分
年度

中学校等卒業
（予定）者数

公立高校
募集人員

募集学校数

令和５年度　埼玉県公立高等学校第１学年及び専攻科第１学年並びに県立中学校第１学年生徒募集人員

狭 山 経 済 狭 山 経 済

所 沢 商 業 所 沢 商 業

会　　計

情報処理

共

共

共

共

体育コース

共

共
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40
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児 玉 白 楊
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電子機械

共

共

共

共
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40

40

40

児玉新校
（仮称） 環境デザイン

生物資源

機　　械

電子機械

普　　通 80

40

40

40

40

共

共

共

共

共
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　４　転編入枠の学科別内訳

［定時制の課程の概要］

　　対前年度増減状況

［単位制による通信制の課程（大宮中央高等学校）の概要］

　　対前年度増減状況

（注）　技能連携生とは、通信制高等学校の生徒のうち、教育委員会が指定する技能教育のための施

設で教育を受けている者をいう。

［専攻科（常盤高等学校、新座総合技術高等学校）の概要］

　　対前年度増減状況

（注）１　常盤高等学校は、看護科と看護専攻科を合わせた５年一貫教育であるため、看護専攻科第

　１学年については、新たな募集を行わない。

［県立中学校（伊奈学園中学校）の概要］

　　対前年度増減状況

令和４年度

比　　較

募集人員

令和５年度 15

±0  

80

比　　較 ±0

令和４年度 80

15

比　　較 ±0

募集人員

令和５年度

専修学校の技能連携生、転入生
及び編入生並びに転籍生の計

令和５年度 550人を標準とする

令和４年度 550人を標準とする

令和４年度 24 2,140 62

比　　較 ±0 ±0 ±0

転編入枠

令和５年度 24 2,140 62

総 合 15

計 240

募集学校数 募集人員

商 業 16

家 庭 1

外 国 語 1

普 通 180

農 業 6

工 業 21

学　   科 転編入枠
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令和５年度　埼玉県公立高等学校第１学年及び専攻科第１学年並びに県立中学校第１学年生徒募集人員

［全日制の課程］ 

（普通科）
男 男

学校名 学科等 女 募集人員 備考 学校名 学科等 女 募集人員 備考

共 共

上 尾 普 通 共 240 (2) 白 岡 普 通 共 160 (1)

上 尾 鷹 の 台 普 通 共 200 (2) 40人減 杉 戸 普 通 共 280 (2)

上 尾 橘 普 通 共 160 (1) 草 加 普 通 共 360 (2)

上 尾 南 普 通 共 240 (2) 草 加 西 普 通 共 240 (2)

朝 霞 普 通 共 320 (2) 40人減 草 加 東 普 通 共 320 (2)

朝 霞 西 普 通 共 360 (2) 草 加 南 普 通 共 240 (2) 40人減

伊 奈 学 園 総 合 普 通 共 800 (5) 秩 父 普 通 共 200 (1)

入 間 向 陽 普 通 共 320 (2) 鶴 ケ 島 清 風 普 通 共 200 (2)

岩 槻 普 通 共 280 (2) 所 沢 普 通 共 360 (2)

岩 槻 北 陵 普 通 共 160 (1) 所 沢 北 普 通 共 320 (2)

浦 和 普 通 男 360 (2) 所 沢 中 央 普 通 共 320 (2)

浦 和 北 普 通 共 320 (2) 40人減 所 沢 西 普 通 共 360 (2)

浦 和 第 一 女 子 普 通 女 360 (2) 豊 岡 普 通 共 320 (2)

浦 和 西 普 通 共 360 (2) 南 稜 普 通 共 320 (2)

浦 和 東 普 通 共 320 (2) 新 座 普 通 共 200 (2)

大 宮 普 通 共 320 (2) 新 座 柳 瀬 普 通 共 200 (2)

大 宮 光 陵 普 通 共 200 (2) 蓮 田 松 韻 普 通 共 200 (2)

外 国 語 コ ー ス 共 40 鳩 ケ 谷 普 通 共 160 (2)

大 宮 東 普 通 共 240 (2) 40人減 鳩 山 普 通 共 120 (1)

大 宮 南 普 通 共 360 (2) 羽 生 第 一 普 通 共 160 (1)

大 宮 武 蔵 野 普 通 共 240 (2) 飯能新校(仮称) 普 通 共 280 (2)

小 川 普 通 共 200 (2) 日 高 普 通 共 120 (1)

桶 川 普 通 共 280 (2) 40人減 情 報 コ ー ス 共 40

桶 川 西 普 通 共 160 (1) 深 谷 普 通 共 200 (2)

越 生 普 通 共 80 (1) 深 谷 第 一 普 通 共 280 (2)

春 日 部 普 通 男 360 (2) 富 士 見 普 通 共 200 (2) 40人減

春 日 部 女 子 普 通 女 240 (2) 40人減 ふ じ み 野 普 通 共 120 (2)

春 日 部 東 普 通 共 320 (2) 不 動 岡 普 通 共 360 (2)

川 口 普 通 共 320 (2) 40人減 本 庄 普 通 共 320 (2)

川 口 北 普 通 共 360 (2) 松 伏 普 通 共 120 (2)

川 口 青 陵 普 通 共 280 (2) 情報ビジネスコース 共 40

川 口 東 普 通 共 280 (2) 松 山 普 通 男 280 (2)

川 越 普 通 男 360 (2) 松 山 女 子 普 通 女 320 (2)

川 越 女 子 普 通 女 360 (2) 三 郷 普 通 共 200 (2)

川 越 西 普 通 共 320 (2) 40人減 三 郷 北 普 通 共 240 (2)

川 越 初 雁 普 通 共 200 (2) 宮 代 普 通 共 200 (2)

川 越 南 普 通 共 360 (2) 妻 沼 普 通 共 120 (1)

北 本 普 通 共 160 (1) 八 潮 普 通 共 120 (1)

久 喜 普 通 女 280 (2) 体 育 コ ー ス 共 40

熊 谷 普 通 男 320 (2) 八 潮 南 普 通 共 80 (1)

熊 谷 女 子 普 通 女 320 (2) 与 野 普 通 共 360 (2)

熊 谷 西 普 通 共 280 (2) 和 光 普 通 共 160 (1)

栗 橋 北 彩 普 通 共 200 (2) 和 光 国 際 普 通 共 240 (2)

鴻 巣 普 通 共 200 (2) 鷲 宮 普 通 共 280 (2)

鴻 巣 女 子 普 通 女 80 (1) 蕨 普 通 共 320 (2)

越 ケ 谷 普 通 共 320 (2) 40人減 ○ 市 立 川 越 普 通 共 140

越 谷 北 普 通 共 320 (2) ○ 市 立 浦 和 普 通 共 320 （注４）

越 谷 西 普 通 共 320 (2) ○浦 和 南 普 通 共 320

越 谷 東 普 通 共 280 (2) ○大 宮 北 普 通 共 280

越 谷 南 普 通 共 320 (2) ○ 川 口 市 立 普 通 共 280

児玉新校(仮称) 普 通 共 80 (1) スポーツ科学コース 共 80

坂 戸 普 通 共 320 (2) 普通科計 26,900 (180) 640人減

坂 戸 西 普 通 共 320 (2)

狭 山 清 陵 普 通 共 200 (2)

志 木 普 通 共 240 (2) 40人減 　

庄 和 普 通 共 160 (1) 40人減

令和５年度  埼玉県公立高等学校第１学年及び専攻科第１学年並びに県立中学校第１学年生徒募集人員
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（専門学科・総合学科）
男 男

学校名 学科等 女 募集人員 備考 学校名 学科等 女 募集人員 備考

共 共

い ず み 生 物 生 産 共 40 (1) （注５） 秩 父 農 工 科 学 電気システム 共 40 (1)

生物サイエンス 共 40 （注５） 機械システム 共 40

生物資源化学 共 40 （注５） 新 座 総 合 技 術 電 子 機 械 共 40 (1)

環境デザイン 共 40 （注６） 情 報 技 術 共 40

熊 谷 農 業 食 品 科 学 共 40 デ ザ イ ン 共 40

生物生産工学 共 80 (1) 三 郷 工 業 技 術 機 械 共 40 (1)

生 活 技 術 共 40 電 子 機 械 共 40

生物生産技術 共 80 電 気 共 40 (1)

児玉新校(仮称) 生 物 資 源 共 40 (1) 情 報 技 術 共 40

環境デザイン 共 40 情 報 電 子 共 40

杉 戸 農 業 生物生産技術 共 40 工業に関する学科計 2,680 (21)

園 芸 共 40

造 園 共 40 (1) 上 尾 商 業 共 120

食 品 流 通 共 40 岩 槻 商 業 商 業 共 80 (1)

生 活 技 術 共 40 情 報 処 理 共 80

生物生産工学 共 40 浦 和 商 業 商 業 共 200 (2)

秩 父 農 工 科 学 農 業 共 40 情 報 処 理 共 80

食 品 化 学 共 40 (1) 大 宮 商 業 商 業 共 200 (2)

森 林 科 学 共 40 熊 谷 商 業 総合ビジネス 共 200 (2)

鳩 ケ 谷 園芸デザイン 共 40 鴻 巣 商 業 共 80

羽 生 実 業 園 芸 共 40 越 谷 総 合 技 術 流 通 経 済 共 40

農 業 経 済 共 40 (1) 情 報 処 理 共 40

農業に関する学科計 960 (6) 狭 山 経 済 流 通 経 済 共 80 (1)

会 計 共 40 40人減

い ず み 環境サイエンス 共 40 （注６） 情 報 処 理 共 80

環 境 建 設 共 40 (1) （注６） 所 沢 商 業 情 報 処 理 共 80 (1)

浦 和 工 業 電 気 共 40 (1) 国 際 流 通 共 80 (1)

機 械 共 80 (1) ビジネス会計 共 40 40人減

設備システム 共 40 新 座 総 合 技 術 総合ビジネス 共 40 (1)

情 報 技 術 共 40 鳩 ケ 谷 情 報 処 理 共 80

大 宮 工 業 機 械 共 80 鳩 山 情 報 管 理 共 40

電 気 共 40 羽 生 実 業 商 業 共 40 (1)

建 築 共 80 (1) 情 報 処 理 共 40

電 子 機 械 共 80 (1) 深 谷 商 業 商 業 共 160 (2)

春 日 部 工 業 機 械 共 80 (1) 会 計 共 40

建 築 共 80 情 報 処 理 共 80

電 気 共 80 (1) 皆 野 商 業 共 40 (1) （注７）

川 口 工 業 機 械 共 80 情 報 処 理 共 40 （注７）

電 気 共 80 (1) 八 潮 南 商 業 共 80 (1)

情 報 通 信 共 80 (1) 情 報 処 理 共 80

川 越 工 業 デ ザ イ ン 共 40 ○市 立 川 越 国 際 経 済 共 70

建 築 共 40 情 報 処 理 共 70

機 械 共 80 (1) 商業に関する学科計 2,420 (16) 80人減

電 気 共 40

化 学 共 80 (1) 鴻 巣 女 子 保 育 女 40

久 喜 工 業 電 気 共 40 (1) 家 政 科 学 女 40

工 業 化 学 共 40 越 谷 総 合 技 術 服飾デザイン 共 40 (1)

機 械 共 80 食 物 調 理 共 40

環 境 科 学 共 40 秩 父 農 工 科 学 ライフデザイン 共 40

情 報 技 術 共 40 フードデザイン 共 40

熊 谷 工 業 電 気 共 40 新 座 総 合 技 術 服飾デザイン 共 40

建 築 共 40 食 物 調 理 共 40

土 木 共 40 家庭に関する学科計 320 (1)

機 械 共 80 (1)

情 報 技 術 共 40 常 盤 看 護 共 80

越 谷 総 合 技 術 電 子 機 械 共 40 (1) 看護に関する学科計 80

情 報 技 術 共 40

児玉新校(仮称) 機 械 共 40

電 子 機 械 共 40

狭 山 工 業 機 械 共 80

電 気 共 40 (1)

電 子 機 械 共 80 (1)

進 修 館 電気システム 共 40 (1)

情報メディア 共 40

も の づ く り 共 40

家
　
　
　
庭

看
護

工
　
　
　
業

工
　
　
　
業

農
　
　
　
業

商
　
　
　
業
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男 男

学校名 学科等 女 募集人員 備考 学校名 学科等 女 募集人員 備考

共 共

春 日 部 女 子 外 国 語 女 40 誠 和 福 祉 福 祉 共 80

越 谷 南 外 国 語 共 40 福祉に関する学科計 80

坂 戸 外 国 語 共 40

草 加 南 外 国 語 共 40 春 日 部 東 人 文 共 40

南 稜 外 国 語 共 40 人文に関する学科計 40

和 光 国 際 外 国 語 共 80 (1)

蕨 外 国 語 共 40 岩 槻 国 際 文 化 共 40

外国語に関する学科計 320 (1) 国際文化に関する学科計 40

大 宮 光 陵 美 術 共 40 芸 術 総 合 映 像 芸 術 共 40

越 生 美 術 共 40 映像芸術に関する学科計 40

芸 術 総 合 美 術 共 40

美術に関する学科計 120 芸 術 総 合 舞 台 芸 術 共 40

舞台芸術に関する学科計 40

大 宮 光 陵 音 楽 共 40

芸 術 総 合 音 楽 共 40 専門学科計 7,740 (45) 80人減

松 伏 音 楽 共 40

音楽に関する学科計 120 小 鹿 野 総 合 共 120 (1)

川 越 総 合 総 合 共 240 (2)

大 宮 光 陵 書 道 共 40 久 喜 北 陽 総 合 共 320 (2)

書道に関する学科計 40 幸 手 桜 総 合 共 200 (2)

進 修 館 総 合 共 200 (2)

大 宮 東 体 育 共 80 誠 和 福 祉 総 合 共 80 (1)

ふ じ み 野 スポーツサイエンス 共 80 滑 川 総 合 総 合 共 280 (2)

体育に関する学科計 160 吉 川 美 南 総 合 共 120 (1)

寄 居 城 北 総 合 共 200 (2)

大 宮 理 数 共 40 総合学科計 1,760 (15)

熊 谷 西 理 数 共 40

越 谷 北 理 数 共 40 普通科・専門学科・総合学科計 36,400 (240) 720人減

所 沢 北 理 数 共 40

松 山 理 数 男 40

○川 口 市 立 理 数 共 40

○ 大 宮 北 理 数 共 40

理数に関する学科計 280

（注）１　募集人員欄の( )内の数字は、転居等に伴う転編入学者の募集人員であり、募集人員の内数である。

　　　２　○印は、市立学校を示す。

　　　３  県立伊奈学園総合高等学校の募集人員は、県立伊奈学園中学校からの入学予定者を含む。

　　　４  さいたま市立浦和高等学校の募集人員は、さいたま市立浦和中学校からの入学予定者を含む。

　　　５  県立いずみ高等学校の生物生産科、生物サイエンス科及び生物資源化学科の３学科を生物系として一括募集を行う。

　　　６　県立いずみ高等学校の環境デザイン科、環境サイエンス科及び環境建設科の３学科を環境系として一括募集を行う。

　　　７　県立皆野高等学校の商業科及び情報処理科の２学科を商業系として一括募集を行う。

（帰国生徒特別選抜による募集人員）

　帰国生徒特別選抜による募集人員は、各学校の第１学年の募集人員を４０で除した数とし、その学校の募集人員の枠内に含まれるものと

する。

（外国人特別選抜を実施する学校、学科の募集人員）

　外国人特別選抜募集人員は、その学校の募集人員の枠内に含まれるものとする。

男 外国人 男 外国人

学校名 学科等 女 募集人員 特別選抜 学校名 学科等 女 募集人員 特別選抜

共 募集人員 共 募集人員

岩 槻 普 通 共 320 10 川 口 東 普 通 共 280 5

国 際 文 化

草 加 南 普 通 共 280 10 川 越 西 普 通 共 320 5

外 国 語

南 稜 普 通 共 360 10 栗 橋 北 彩 普 通 共 200 5

外 国 語

深 谷 第 一 普 通 共 280 10 新 座 柳 瀬 普 通 共 200 5

和 光 国 際 普 通 共 320 10 三 郷 北 普 通 共 240 5

外 国 語

蕨 普 通 共 360 10 妻 沼 普 通 共 120 5

外 国 語

合計１２校 90
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［定時制の課程］
男 男

学校名 学科等 女 募集人員 備考 学校名 女 募集人員 備考

共 共

上 尾 普 通 共 40 大 宮 商 業 共 40

朝 霞 普 通 共 40 商業に関する学科計 40

浦 和 普 通 男 40

浦 和 第一 女子 普 通 女 40 大 宮 工 業 共 80

大 宮 商 業 普 通 共 40 川 口 工 業 共 80

大 宮 中 央 普 通 共 80 （注３） 川 越 工 業 共 80

小 川 普 通 共 40 工業に関する学科計 240

春 日 部 普 通 共 80

川 越 工 業 普 通 共 40 専門学科計 280

久 喜 普 通 共 40

熊 谷 普 通 共 40 狭 山 緑 陽 共 160 (4)

越 ケ 谷 普 通 共 80 共 80 (2)

秩 父 農工 科学 普 通 共 40 戸 田 翔 陽 共 80 (2)

所 沢 普 通 共 40 共 80 (2)

羽 生 普 通 ( 昼 間 ) 共 120 (40) 共 80 (2)

普 通 ( 夜 間 ) 共 40 吹 上 秋 桜 （Ⅰ部） 共 144 （注３）

飯能新校(仮称) 普 通 共 40 （Ⅱ部） 共 72

本 庄 普 通 共 40 （Ⅰ部） 共 16 (4)

普通科計 920 (40) （Ⅱ部） 共 8 (2)

吉 川 美 南 共 80 (2)

共 80 (2)

○川 口 市 立 共 60

総合学科計 940 (22)

定時制総計 2,140 (62)

(注） １　○印は、市立学校を示す。

　　　２  募集人員欄の（　）内の数字は、転編入学者等の募集人員であり、募集人員の内数である。

　　　３  県立大宮中央高等学校、県立羽生高等学校及び県立吹上秋桜高等学校については、以下に示す。

（県立大宮中央高等学校の生徒募集人員）

　１　転入生、編入生及び転籍生

　　　２４０人とする。うち、４月入学の募集人員を２００人、１０月入学の募集人員を４０人とする。

　２　科目履修生の募集

　（１）科目履修生のための特別な科目（特別講座）

　　　　各講座ごとに、４０人を標準とする。（男女共学）

　（２）通常の普通科目及び専門科目（一般科目）

　　　　授業に支障のない範囲内で校長が定める。（男女共学）

（県立羽生高等学校の昼間部の生徒募集人員）

　転入生、編入生及び転籍生の募集人員は４０人とする。ただし、募集人員の内数とする。（男女共学）

　　　　　

（県立吹上秋桜高等学校の生徒募集人員）

　１　春季入学

　　　Ⅰ部１４４人、Ⅱ部７２人とする。

　２　秋季入学

　　　Ⅰ部１６人、Ⅱ部８人とする。

　　　転編入学者等の募集人員は、Ⅰ部４人、Ⅱ部２人とし、秋季募集の募集人員の内数とする。

［単位制による通信制］
　大宮中央高等学校の単位制による通信制の課程における募集人員は、４月入学生、１０月転入生及び編入生並びに転籍生合わせて

　５５０人を標準とする。（男女共学）

　１　４月入学（県立大宮中央高等学校と技能連携を行う専修学校の入学許可候補者を対象）

　２　１０月転入生、編入生

　３　転籍生

［専攻科］
　県立常盤高等学校の看護専攻科第１学年生徒定員を８０人とする。（男女共学）（注）

　県立新座総合技術高等学校のデザイン専攻科第１学年生徒募集人員を１５人とする。（男女共学）

　（注）県立常盤高等学校は、看護科と看護専攻科を合わせた５年一貫教育であるため、看護専攻科第１学年については、新たな募集

　 　 を行わない。

［県立中学校］
　県立伊奈学園中学校第１学年生徒募集人員を８０人とする。（男女共学）

（注３）
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